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覆砂による有明海の底質変化
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福岡県有明海ではノリ養殖や採貝等の干潟漁業が盛ん

で，有明海の漁業にとって干潟は重要な役割を果たして

いるが,近年，この大切な干潟の一部で浮泥の堆積が進

行し，底質環境が悪化の傾向にある。このため，底質を

改良し,争化再生を図り，漁業生産力の向上と親水機能

の増大を目的として平成4年6月から覆砂事業が行われ

ているが，今回,この覆砂が底質環境をどの様に変化さ

せたかについて，ここに報告する。

調査方法

有明海大牟田市地先で平成4年6～7月にかけて図1

に示す地点で覆砂が行われた（覆砂面積100×600m，砂

厚約30cm）。対照区（覆砂を行っていない所）として

Stn．1を，覆砂区（覆砂を行った所）としてStn．2と

Stn．3を設け，各調査点で毎年1回7月に調査を行った。

1.底質調査

採泥はアクリルパイプ（長さ1m，内径4cm）を用

いて表層から10cmずつ5層の柱状採泥を各調査点で行

い，それぞれ容器に入れて密閉した後，冷蔵して実験室

に持ち帰り分析に供した。分析は4項目で，分析方法は

すべて水質汚濁調査指針1）に従った。

（1）化学的酸素要求量（COD）

アルカリ過マンガン酸カリウム法によって求めた。

（2）硫化物(H2S）

検知管法により求めた。

（3）強熟減量（IL）

試料をるつぼに量りとり，550℃で4時間強熱して求め

図1　調査地点

⑳覆砂及び調査箇所

た。

（4）中央粒径値（Mdφ)

ふるい（JIS標準）を用いて，ふるい分け法により求

めた。
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2.底生動物調査

各調査点で1回の枠取り（25cmX25cmX10cm）を行

い，目あい0．5mmのナイロンネット地でふるい分けし，

ナイロンネット地上に残った底生動物の種類と数を調べ

た。

結　　　　果

1.底質環境

対照区（Stn．1）と覆砂区（Stn．2，Stn．3）の化学

的酸素要求量（COD），硫化物（H2S），強熱減量（IL）

および中央粒径値（Mdφ)の経年変化を図2～5に示

した。

（1）化学的酸素要求量（COD）

対照区と比較して覆砂区の0～30cm層でCODの値は

明らかに小さい値を示した。また，覆砂区の0～10cm

層で若干ではあるが経年変化で増加傾向を示した。
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図2　対照区と覆砂区の比較（COD）
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図4　対照区と覆砂区の比較（IL）

（2）硫化物(H2S）

対照区と比較して覆砂区の0～30cm層でH2Sの値は

明らかに小さな値を示した。また，CODと同様に覆砂

区の0～10cm層で若干ではあるが経年変化で増加傾向

を示していた。

（3）強熟減量（IL）

対照区と比較して覆砂区の0～30cm層でILの値は小

さい値を示した。また，覆砂区の0～10cm層で，平成5

年度にStn．2でやや減少したものの，経年変化で増加傾

向を示した。

（4)中央粒径値（Mdφ)

対照区と比較して覆砂区の0～30cm層でMdφの値は

小さい値を示した。また，上記の3項目とは異なり，覆

砂区の経年変化における増減は認められなかった。平成

6年度に対照区の0～10cm層でMdφの値が小さくなっ

ていた。おそらく，覆砂した砂が流されて対照区の表層
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図3　対照区と覆砂区の比較（H2S）

Stn．1　　　　　　Stn．2　　　　　　　Stn．3

－享‾三二‾享‾‾

H慮「つ㌻‾‾‾転‾

H慮表‾臣＝琶「‾

一言‾享子享‾‾‾‾‾‾

H慮票‾匿霊‾
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と混ざり合ったためではないかと思われる。

2.底生動物

対照区（Stn．1）と覆砂区（Stn．2，Stn．3）の底生

動物の種類と数の経年変化を表1に示した。

表1　底生生物の調査結果（単位：個／m2）

類 型 区 分
S tn ．1 s tn ．．2 S tn ．3

H 4 H 5 H 6 H 4 H 5 H 6 H 4 H 5 H 6

甲

殻

類

エ　 ビ 類

カ　 ニ 類

端 脚 類

そ　 の 他

4

3 2 8 0

8 0

16 1 1 2 16

1 6

1 6 0

1 4 4

3 2 0小　　 計 4 3 2 0 16 1 12 0 16

貝

類

ア　 サ リ

サ ル ボ ウ

マ テ ガ イ

シ オ フ キ

そ　 の 他

4 8

3 2

3 2

6 4

1 2 0 0 3 2

6 4

4 3 2

1 6

4 16

8 0 0

16

16

17 6

6 4

9 6

1 6 0

3 6 8

小　　 計 0 4 8 1 2 0 0 9 6 8 64 8 0 0 2 0 8 6 8 8

多　 毛　 類 7 2 8 0 6 7 2 1 0 8 4 2 7 2 1 0 56 1 2 4 3 2 0 1 5 6 8

そ

の
他

イカリナマコ類

そ　 の 他

4 8 0

6 4

6 4 2 0 1 6 0

1 6 12 8

8 64

3 3 6

小　　 計 4 1 4 4 6 4 2 0 1 7 6 12 8 8 0 4 0 0

指

標

種

シズ クガ イ

チヨノバナガイ

ヨツバネスピヨ

4

8

1 9 2

小　　 計 12 1 9 2 0 0 0 0 0 0 0

甲殻類は主にカニ類が各地点とも増加傾向を示してお

り，対照区に比べ覆砂区の方が数が多かった。

貝類は，平成4年度に覆砂区でマテガイが多量に発生

し，その後，急激に減少した。マテガイの異常発生を除

いて考えると，甲殻類と同様に各地点とも増加傾向を示

しており，対照区に比べ覆砂区の方が種類，数とも多かっ

た。

多毛類はStn．1とStn．3で増加傾向を示していた。ま

た，平成5年度にStn．2で減少したが，平成6年度には

増加し，減少する前と同じ程度の数に戻った。

一般に底質悪化の指標種とされているシズクガイ・ヨ

ツバネスピヨが平成4，5年度のStn．1で確認され，シ

ズクガイが平成5年度には192個／m2に増加したが，翌

年には確認されなかった。覆砂区では，各年とも全く確

認されなかった。

考　　　　察

底質環境の指標であるCOD，H2S，ILの値は，砂厚

に等しい0～30cm層で対照区と比較して覆砂区は小さ

くなった。その程度はH2S，COD，ILの順で顕著であ

り，H2Sでは測定値がOmg／g・dryである層が10ヶ所

（56％）あった。CODも平成4年度の20～30cm層を除

いて対照区の50％以下の値となっていた。また，覆砂さ

れた砂の中央粒径値（Mdφ)も，多少の増減はあるも

のの，覆砂された当初の値をほぼ保っていた。以上，C

OD，H2S，ILおよびMdφの値から底質環境の向上が窺

え，また，アサリ。タイラギ等の貝類やカニ・エビ等の

甲殻類も増えており，覆砂による改良効果は認められた

と考えている。しかし，覆砂した場所に浮泥の堆積が認

められ，底質の表層部分のCOD，H2S等は覆砂前に比

べ減ったものの，経年変化では増加傾向を示しており，

改良された底質も徐々に悪化が進行している。
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